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こんな1年になると誰が予測したでしよう力、
コロナに始まリコロナで終わると高猜 つていたのが大間違いで

日々 拡大の一途を迪り、いつ白
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感ゞ染するのかと不安と恐麟

毎日を送つているのは私だけでしよう力、現在は第3波のまつ只中

で県下でも一向に収まる気配がありません。私達としては、先ず

は自分が感染しないよう常に細心の注意を払つて過ごすしか

ありません。一日も早く感染拡大が治まり平和な日常が戻つて来る

ことを願卸ゴかりで
‐
ケ。

そうした中、昨年 10月 には規模雛 小した形で第86回幻住庵芭

蕉祭を実施し、昭和 10年からの伝統を守ることができました これ

も保勝会員を始め地域の皆さんのご理解。ご協力のお蔭と ′いより

おネL申 し上げますD

今年こそは、従来のような形で第 87回芭蕉祭が盛大に実施で

きますようお祈りすると共に、皆様方のご支援。ご協力を宜し

くお願いいたします。

の状況
令和元年3月 ～令和 2年 7月 迄の投句

状況は左表の通りです。

年間投句数は全国で 1041(昨年
1139)句で、県内の 564句のうち大

津市内 463句、草津市 444句,守山市 2

句,栗東市 40句,野洲,市 6句,蒲生郡 9

句でした。

全投句者の内、男性 43%、 女性57%
でした。

輸 男lIでは筍 歳代が最多で、以下

80歳十ヽ、60歳代となつており、中で

も90歳代2名の方が毎回投句して頂い

ており全く頭の下がる思いです。

コロナ禍のなか皆様のご協力で今年度も終了

350

300

250

(A)i::

100

50

0
電 雪 駅
卜  ∞  0

2年 2月 か 3年 1月

況
令和 2年 2.月 から令和 3年 1月 までの年間

来庵者数は 1542(昨年 2329人で昨年比 33%

減となつていますこ今年度は何といつてもコ

ロナ感染症の影響 (〃17～y31閉 A・lで

大幅減となりました 以下は県別剰場巻数でづL
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近江で詠まれた芭蕉発句の鑑賞

少将のあまの嶋や志賀の雪

元禄 2年、膳所滞在中、LJJIHの養母着月の住みかを訪ねた時の句。智月は夫

に死別してから尼になり、仰本の里に隠棲しました。親子で俳諧をたしなみ、よ

く芭蕉の世話をしました。後年、大坂で病没した芭蕉はFl人たちの手で翌日、大

津に入り、乙州邸で沐浴に付され、智月と4・・j劇の妻が縫つた浄衣を着せられて義

雨顧こた。 [こ こまでは、前回の「だより」で掲載済冽

「少将の尼」というのは中宮少将のこと。藤原信実の女で、後堀河天皇の中官に仕え、晩年尼となって

仰本に隠棲しました。かつて和歌に名を残した少将の尼が隠れ住み、今は俳諧に志の深い智月尼が住んで

いることに興を寄せたのです。昔から花に名を得た志賀の里に、いま雪の降るころ訪ねてきて、しみじみ

と今昔の話を交わしているので九 「少将の尼をもつてきたところに主の智月の境遇を発素とさせ、さら

に志賀の雪を言うことで、辺りの閑寂なさまを浮き立たせる」と山本健吉は述べています。

何に此師走の市にゆくからす

元禄2年、歳末、膳所での句。一直線に師走の雑踏に向けて飛んでいく鳥を、「何にこの」と、責めて

いるようで、「実は初めて年を越す膳所の雑踏の方へ心が動いている自分を省みているのであるJ「イメー

ジとしては、空を一直線に鳴き過ぎる鳥の姿があり、その先には師走の市の雑踏がある。そして、それが

また、作者の心の動く方向、足の向く方向をクローズアップしている。」と山本健吉は述べています。

かくれけり師走の海のかいつがり

元禄3年、年の瀬に乙州の新宅で越年した時の旬のようです。う|き こもつて湖を見ていると、かいつぶ

りが水をくぐつている。師走のことで、 鳩 さへせわしげに思われる、の意でしょう力、 山本健吉は、

「水に潜つたり、あらわれたり、すこぶる忙し`嶋の性質に、師走の本意を見出したのであろう。眼前に

あつと思う間に潜つて見えなくなった瞬間の軽い驚きを把えたもの。いきなり『かくれけり』と持つて来

た倒叙法にその驚きが表れている。軽い嘱目の即興句ながら、詩人のウイットの生動した句である」と述

べています。

ただし、『句選年考』には「元禄三年幻住庵にての吟聰 とあるようです。『己の光』の
「住捨てし幻住

庵には如何なる句をか残されけれ それはそれ さて世の中を承るに、妖 げながら狐貧しき師走かな 基

角」とあつて、この句が続いているようです。しかし、芭蕉が幻住庵に滞在したのは春から夏にかけてで

すから、やはり幻住庵での句ではないでしょう。 (保勝会理事 山田 翻


